
日本海の若狭から京都に海産物を運ぶ「鯖街道（若狭街道）」の中継地点

朝夕の寒暖差が大きく、朝には小野霞”と呼ばれる霧が発生し野菜に水分を与え、
畑の温度を下げることにより、甘味や旨味が蓄えられる

伝教大師・最澄が比叡山東塔南谷の山梨の大木の下に一宇を構えた

最雲法親王入室により、平安後期以降、皇子皇族が住持する宮門跡

弁天池の奥に階段。そこを上がってすぐのところ芸術や文化、音楽の神様として信仰されている弁財天

三千院

1013年、寂源によって建立された天台宗の寺院

現在のお堂は1778年に再建された

仏典に節回しをつけて唱える仏教音楽

他の流派と比べて洗練された曲が多く、日本の歌曲のルーツ
天台声明発祥？！

1186年に法然上人がおよそ数百人ともいわれる高僧や学僧を相手
に、一昼夜にわたって行った

法然上人の主張が正しいと証明するように本尊の阿弥陀如来坐像
が美しく光り輝いた

「大原問答」での伝説阿弥陀如来坐像は別名「証拠の阿弥陀」

勝林院

柱と柱のあいだの空間を額縁に見立ててお庭を鑑賞する「額縁の庭園」

徳川の忠臣・鳥居元忠はじめ数百名の武士たちが、豊臣の大軍と戦い
伏見城で自刃した際の血がついた床板を天井に

「血天井」で有名なお寺

高浜虚子が無住寺の宝泉院を訪れ「大原や 無住の寺の 五葉の松」

宝泉院

推古2年（594年）聖徳太子が父・用明天皇の菩提を弔うために
建立された

日本仏教最初の三比丘尼の御一人で慧善比丘尼
初代住持は聖徳太子の御乳人
玉照

聖徳太子

平徳子・建礼門院（平清盛の娘・高倉天皇中宮・安徳天皇母）文治元年（1185年）に入寺

壇ノ浦で滅亡した平家一門と入水し８歳の幼さで亡くなったわが子安徳天皇の
菩提を弔うため、終生をこの地で過ごした

寂光院の庭園や千年姫小松が描かれている平家物語　後白河法皇が建礼門院を訪ねた「灌頂巻大原御幸」

お寺の一角には建礼門院が過ごした御庵室跡

平徳子

寂光院にいた建礼門院に里人が夏野菜を漬け込み献上したところ、
その美味しさにお喜びになられ「紫葉漬」と命名された

大原で栽培されている赤しそは最も原品種に近く、色・香り・味とも最上級

千枚漬・すぐきと並び「京の三大漬物」

しば漬けは徳子に関係があった？！

寂光院

昭和初期まで800年続いた伝統の風習

建礼門院に仕えていた阿波内侍が着ていた衣装が原型

京の町では見かけない素朴な大原女独特の衣装

都会の色に染まっていない純粋な人柄が好まれた？
江戸時代には大原女を描いた“美人画”が京の町で大流行

毎年5月には「大原女まつり」が開催され、時代ごとに異なる衣装の
大原女が、寂光院から勝林院にかけて行列巡行

大原女

ワンドリンクオーダーで40分間

大原名産の赤紫蘇を使った自家製しそジュース（720円）
大原山荘足湯カフェ

大原

約1600年前、神武天皇の母・玉依姫命が黄船に乗り、大阪湾から淀
川、鴨川を遡り、現在の奥宮の地に上陸し水神を祀ったのが始まり

「氣生根（きふね）」

本宮、奥宮、結社

貴船神社の本宮社殿は貴船川の上流にある奥宮にあったが
天喜３年（１０５５年）に現在地に。

水の神として朝廷から重んじられ、日照りには黒馬を、長雨には
白馬を奉納して祈雨・止雨の儀礼

生馬の代わりとして木製の板に馬を描いて奉納した
絵馬の起源になった

黄船を隠すため小石を積み上げたとされている。

小石は、旅行や航海安全のご利益として持ち帰る人もいる
本殿の西側にある船形石

「天の磐船（あめのいわふね）」と呼ばれる自然石

イワナガヒメは長寿をもたらす姫だが見目が良くない

コノハナサクヤヒメは美しいが短命である

コノハナサクヤヒメを娶る際、コノハナサクヤヒメとイワナガヒメの父親は、
姉妹ともに嫁ぐことを申し出る

ニニギノミコトは醜い容姿のイワナガヒメを送り返してしまい
イワナガヒメはそれを恥じ、「このような悲しみは私だけに
し、人々に良縁を授けよう」とこの地に鎮座

神武天皇の曾祖父
ニニギノミコトの結婚

「磐長姫命」縁結びの伝承が残る神様

「もの思へば沢の蛍もわが身よりあくがれいづる魂かとぞ見る」和泉式部

「奈良室生」、「岡山備前」と並ぶ“日本三大龍穴”のひとつ

見ることはできない神聖で強大な力を噴出するパワースポット
奥宮本殿の真下には、巨大な「龍穴」がある

貴船神社

貴船の呼び方かわどこ

鴨川での呼び方かわゆか

鴨川での呼び方のうりょうゆか

川床は、大正時代に始まった！

なんと読む？

嫉妬に狂った女性が鬼となり、丑の刻参りを行って相手を呪い殺そうとする伝説の舞台能『鉄輪』と「丑の刻参り」

貴船

平安時代中期に記した『更級日記』

「春ごろに鞍馬に詣でて籠った。山際は霞み渡りのどかな様子
で、

…山を出る道は花も全て散り果てていたので何の見どころもな
かったが、

10月に再び詣でると、道の途中の山の景色がこの頃はそれは素晴
らしいことだった」

「春ごろ、鞍馬にこもりたり。山際霞みわたりのどやかなるに、

…出づる道は花もみな散りはてにければなにともなきを、

十月ばかりに詣うづるに、道のほど山のけしき、このころは、い
みじうぞまさるものなりける」

サブトピック

菅原孝標女

鞍馬寺が光源氏と紫の上との出会いの場所『源氏物語』

由岐（ゆき）神社から本殿金堂までの九十九折参道を
「近うて遠きもの、遠くて近きもの」の近くて遠いものの例え

『枕草子』

「貴船川玉散る瀬々の岩浪に氷を砕く秋の夜の月」
貴船川の岩浪に寄せては散る波と、その波が氷を砕くと見えてく
る秋の月という美しい情景

藤原俊成

「今までになどしづらむ貴船川かばかり早き神をたのむに」

出世で悩んでいたおり、貴船神社に願ったらすぐに出世した
落ち込んでおらずに、とにかく貴船の神様に願っていれば早
く出世したのに

平實重

「何となく君にまたるるここちしていでし花野の夕月夜かな」与謝野晶子
「なんとなく君が待っているような気がして夕月が出ている夜の花の咲く野原に出てきてしまったことだ」

「遮那王が背くらべ石を山に見てわがこころなほ明日を待つかな」与謝野鉄幹
鞍馬の地で幼少を過ごした源義経に思いをはせた句

与謝野晶子、与謝野鉄幹夫妻は
たびたび鞍馬を訪れた

鞍馬

大原～貴船　京都の奥座敷


